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令 和 ６年 度 学 校 自 己 評 価 シ ス テ ム シ ー ト （ 県立熊谷女子高等学校 ） 
 

目 指 す 学 校 像 
 自主自律の精神と豊かな人格を育み、新しい時代をリードする心身ともに健康な生徒を育成し、生徒の第一志望

の進路実現を果たす進学校。 
      

※学校関係者評価実施日とは、最終回の 

 学校評価懇話会を開催し、学校自己評 

 価を踏まえて評価を受けた日とする。 

           

重 点 目 標 

１ 自ら設定した課題に主体的に取り組む「学びのマネジメント力」の育成を図り、「授業力の熊女」として県指

定事業等を活用した質の高い教育を一層進め、生徒の学力を伸長する。 

２ ＩＣＴやＤＸを活用した個に応じた最適な学習環境を提供するとともに、幅広い可能性をもった生徒に第一志

望を実現させ、生徒がウェルビーイングや達成感を実感できる進路指導を行う。 

３ 地域や地元自治体との連携の下、地域にオープンな学校づくりを進めるとともに、地域の教育や文化の発展に

貢献する「地域期待の進学校・熊女」として、積極的な情報の発信を行う。 

 

達 

成 

度 

Ａ ほぼ達成(８割以上)  

 Ｂ 概ね達成(６割以上)   
出席者 学校関係者    ７名 

    生徒       ３名 

    事務局(教職員)  ７名 

 Ｃ 変化の兆し(４割以上)   

 Ｄ 不十分(４割未満)   

   ※ 重点目標は３つ以上の設定も可。重点目標に対応した評価項目（年度達成目標を意味する。）は複数設定可。 

   ※ 番号欄は重点目標の番号と対応させる。評価項目に対応した「具体的方策、方策の評価指標」を設定。 
         

学 校 自 己 評 価  学 校 関 係 者 評 価 

年 度 目 標 年 度 評 価 （   ２ 月  １ 日  現 在 ）  実施日 令和 7 年 1 月 27 日 

番号 現状と課題 評価項目 具体的方策 方策の評価指標 評価項目の達成状況 達成度 次年度への課題と改善策  学校関係者からの意見・要望・評価等 

１ 

【現状】 

 生徒は様々な取組に主体的・意欲的

に取り組んでいる。観点別評価に係る

評価内容・評価規準をｼﾗﾊﾞｽに記載し

生徒・保護者に公開している。 

【課題】 

 学校内外の活動や事業を積極的に活

用させるとともに、自らの興味関心に

応じた学びをマネジメントできる力を

育成する必要がある。 

主体的活

動の推奨

と、学び

のマネジ

メント力

の育成 

 

①部活動や学校行事、委員会活動等の活性

化による、生徒の主体的活動の推進と、

ﾘｰﾀﾞｰｼｯﾌﾟ・ﾌｫﾛﾜｰｼｯﾌﾟの育成・伸長 

②ﾃﾞｰﾀｻｲｴﾝｽ事業等を活用した主体的・探

究的な学びの実践 

③関東地区 SSH 指定女子高校研究協議会に

参加し、他校生との交流及び大学と連携

した科学分野の最先端の学びの実践 

④観点別評価の研究と実践による学びの改

善、授業改善の推進 

①学校生活における生徒の満足

度 85％以上 

②地域・外部機関と連携した探

究活動の肯定的な評価割合

80％以上 

③大学等と連携した活動への参

加者数（昨年度実績のべ 26

人） 

④学習評価を活用した生徒の学

びの改善率 75％以上 

① 学校生活における生徒の満足度 85％   

②地域・外部機関と連携した探究活動

の肯定的な評価割合 88.9％ 

③ 大学等と連携した活動への参加者数

のべ 27 人。（3 月開催の研究発表会

にさらに 9 名参加予定）  

④ 学習評価を活用した生徒の学びの改 

善率１年生 90.7％、２年生 88.5%、

３年生 91.2% 

 

 

B 

 

 

 

【課題】 

 生徒は学校内外の活動に意欲

的に参加をしている。学習や活

動の振り返りを通して「学びの

マネジメント力」をさらに高め

たい。 

【改善策】 

学習評価を充実させ、教科ご

との自身の強みや課題を把握

し、学びをマネジメントさせ

る。 

 

・「学びのマネジメント力」は高校卒業

後も重要・不可欠な力である。マネジメ

ント力を高める効果的な事例について生

徒に情報提供するとよい。 

・定量的には評価項目を達成している

が、より上を目指そうとしていることは

素晴らしい。 

・大学等と連携した活動はとてもよいも

のであるので参加者数を一層伸ばしてほ

しい。 

２ 

【現状】 

 進路指導部と学年が連携し、「第

一志望を諦めさせない」指導を組織

的に行っている。国公立を含めた難

関大学への合格者はもっと増えても

よい。 

【課題】 

 進路情報の提供や学習支援に継続的

に取り組むことにより、挑戦する意欲

を育て、多様な選択肢から第一志望を

定めさせる必要がある。 

個性を生

かす進路

選択と、

第一志望

をあきら

めさせな

い指導の

徹底 

①教員相互の授業見学や、授業研究会等に

よる授業の質的向上 

②地方国立大学説明会をはじめとする大学

説明会・分野別説明会の計画的実施 

③発達段階に応じた計画的・効果的な進路

情報の提供 

④補習授業や｢ｵﾝﾗｲﾝ連携講座事業｣｢駿台ｻﾃ

ﾈｯﾄ」等、多様な学びの選択肢の中から

主体的に選択させ、第一志望の進路実現

に向けた学習支援の充実 

⑤模擬試験の計画的実施と分析に基づく、

的確な進路指導の実施 

①教員同士の学びあい・授業改

善の手応えあり 80％以上 

②各種説明会後の生徒ｱﾝｹｰﾄで

肯定的回答 90％以上 

③進路だより等による年間 80

回以上の情報発信（昨年度実

績 93 回） 

④夏季補習授業・ｵﾝﾗｲﾝ連携講

座事業への参加者数（昨年度

実績のべ 2186 人） 

⑤ 第１志望・準第１志望への進 

学実績の向上（前年度比） 

① 教員同士の学びあい実施 87%、授業

改善の手応えあり 95.6％ 

② 各種進路説明会後の生徒ｱﾝｹｰﾄで肯

定的回答１年生 96.9％、２年生

98.2%、３年生 94.4% 

③ 進路だより等による年間 85 回の情

報発信（1/10 時点） 

④ 夏季補習授業・ｵﾝﾗｲﾝ連携講座事業

への参加者数のべ 2347 人 

⑤ 第１志望・準第１志望への進学実績

56.6%(3/13 時 点 ) （ 前 年 同 期

59％） 

A 

【課題】 

計画的な進路情報の提供

や、きめ細やかな補習授業

を展開し、生徒は効果的に

活用している。高い志を持

ち挑戦する意欲を一層育て

たい。 

【改善策】 

 教員による面談や生徒相

互のピアサポート等を通し

て、充実した学びの環境を

主体的に活用させる。 

 

・大学入学共通テストでも出題されてい

る教科横断的な学びは小中学校でも重点

を置いている。現行学習指導要領の主旨

を踏まえ、引き続き教員の学び合いに取

り組んでほしい。 

・生徒相互に学び合える環境をつくるこ

とは大切であるので、志を同じくする生

徒が意識を高め合える取組はとてもよ

い。 

・熊女の進路指導の取組は素晴らしい。

取組について外部への積極的な情報発信

をしてほしい。 

２ 

【現状】 

 全校生徒が iPad を用い、学年･ｸﾗｽ･

各授業で ICT を効果的に活用してい

る。DX の推進も図られつつある。 

【課題】 

 ICT を活用した効果的な学習支援、

授業の工夫改善を引き続き行うと共

に、生徒個々のﾆｰｽﾞに応じて計画的・

主体的に学びに取り組ませる必要があ

る。 

ＩＣＴや

ＤＸ技術

を活用し

た個別最

適な学び

の充実 

①ICT を効果的に活用した授業の充実によ

る質の高い授業の提供 

②全ての授業でｵﾝﾗｲﾝ授業を実践し、やむ

を得ず登校できない生徒に対する学習保

障の充実 

③「駿台ｻﾃﾈｯﾄ」を効果的に活用させ個々

の得意・不得意や生活ｽﾀｲﾙに応じた学び

の構築 

④iPad を活用した教材・情報の提供 

①ICT を活用した授業づくりの充

実に向けた研修会・情報共有の

実施 

②学びを止めないｵﾝﾗｲﾝ授業の提

供（生徒満足度の向上） 

③「駿台ｻﾃﾈｯﾄ」の質問ｱﾌﾟﾘ利用

状況の向上（前年度比） 

④教職員の活用充実度 80％以

上、生徒の使用満足度 80％以上 

① 年次研修受講者等による ICT を活用し 

た授業づくりに関する研究授業・研究

協議の実施 

②出席停止時等のｵﾝﾗｲﾝ授業の提供による

生徒の学習充実度 １年生 74.2％、２年

生 77.1%、３年生 85.8%  

③ 「駿台ｻﾃﾈｯﾄ」の質問ｱﾌﾟﾘ利用のべ

3316 回（前年度 1904 回） 

④ 教職員の端末機器活用充実度 100％、

生徒の使用満足度 １年生 95％、２年

生 95.2%、３年生 94.5% 

 

 

 

A 

【課題】 

 授業による ICT 活用と駿台ｻﾃ

ﾈｯﾄの活用が進んでいるが、双

方の強みを生かした個別最適な

学びの充実を組織的に進める。 

【改善策】 

「授業力の熊女」としての個々

の教員の高い授業力に基づく実

践や駿台ｻﾃﾈｯﾄの活用事例を教

職員間で共有し、指導の工夫・

改善を進める。 

 

・社会においてもデータを分析し、思考・行

動する力が求められている。学習場面におい

て、iPad の一層の活用充実を図ることが望

ましい。 

・生徒たちは小中学校から一人一台端末を活

用している。その系統性を踏まえ、高校でも

効果的な活用が望まれる。 

・駿台ｻﾃﾈｯﾄや質問ｱﾌﾟﾘの利用数が増加して

いるのは、生徒が主体的に活用できているこ

との現れである。 

３ 

【現状】 

 学校の魅力や生徒の頑張りを積極に

発信すると共に、伝統ある進学校とし

て地域からの評価・信頼を得てきてい

る。 

【課題】 

 生き生きと活動する生徒の姿を中学

生や地域に公開し、評価を高め、生徒

募集に活かす必要がある。 

規律ある

充実した

学校生活

の 実 現

と、情報

発信によ

る生徒募

集の充実 

①挨拶や身だしなみの徹底による規律と品

格ある熊女生の育成 

②丁寧な｢みとり｣の実践と教育相談体制の

充実による個に応じた支援の充実 

③学校 HP の更新・充実と、学校の魅力の

積極的発信 

④学校説明会・学校見学会の工夫改善と全

職員が協力した生徒募集活動の充実 

⑤地域連携やﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ活動の充実 

⑥多様な国際交流事業の工夫と積極的推進 

①挨拶運動等、生徒と連携した取組の

充実（各学期１回以上） 

②ｶｳﾝｾﾗｰ等と連携した個に応じた支援

の充実（課題解消・解決事案数の向

上） 

③県の媒体を活用した魅力発信 10 回

以上 

④10 月時点での中学生の進路希望状況

の改善（前年度比） 

⑤ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ活動、小中連携、地域連携

の実施回数（前年度実績 6 回） 

⑥国際交流事業参加生徒の満足度 90％

以上 

① 生活委員と教職員による各学期当初３週間

の挨拶運動の実施 

② ｶｳﾝｾﾗｰ等と連携した個に応じた支援のべ 57

件。校内支援委員会を中心とした情報共

有及び課題への早期対応 

③ 県の媒体を活用した魅力発信 7 回、学校公

式インスタグラムの６月開設（フォロワ

ー数 県内公立高校第２位） 

④ 10 月時点での中学生の進路希望状況 0.82

倍（前年度 0.75倍） 

⑤ ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ活動、小中連携、地域連携の実施回

数 12 回（前年度実績 6 回） 

⑥ 国際交流事業参加生徒の満足度 100％ 

A 

 

【課題】 

新規の取組を行うなど積極的

に情報発信・生徒募集を行った

が、中学生の進路希望状況に大

きな改善が見られない。 

【改善策】 

企画委員会を中心に本校の将

来構想への検討を行いながら、

中学生や保護者、地域の期待を

踏まえた積極的な魅力発信を
継続する。 

 

 

・生徒が生き生きと活動する姿を伝え

ることが生徒募集につながる。地域と

連携し、積極的に外部に出ていくこと

の必要性を感じる。 

・熊女の学校公式インスタグラムは中

学生・保護者にとって魅力的である。

学校の特色や活動をアピールしてほし

い。 

 


